
レクリエーション研究第9号 Journalof Leisure and Recreation Studies No. 9 

日本のキャンプ研究の動向

日本レクリエーション学会・日本体育学会発表

及び両学会機関誌を中心にー

大森雅之1) 矢川律子2)

石井 允3) 野間口英敏4)

鈴木秀雄5) 坂口正治2)

Current Trend of Camping Studies in Japan 

Masayuki ol剖 ORI，Ritsuko YAGAWA， 

Makoto ISHII， Hidetoshi NOMAGUCHI， 

Hideo SUZUKI， Masaharu SAKAGUC田，

- 59 

The purpose of this study was first to grasp a1l the camping studies and researches presented not on1y to 

JSPE and JSLRS but also to Jouma1s of both the societies in order to comprehend the current status of camping 

studies and researches in Japan， and then secondarily to propose a direction of future studies to be made担 the

field of camping. 

In order to be able to accomplish the above purpose， a quantitative analyzation was made. According to the 

resu1t of analyzing and c1assifying a1l of the researches and studies， it can be said that: 

1. more th阻 90%of studies were reported and conducted by male members 

2. members who wer巴universityteachers conducted researches more than any other mem ber 

3. group studies (projects) w巴r巴reportedmore than 70% 

4. the total number of studies and researches relating to camping was 112 

5. there were eight different c1assifications of studies apperaed 

6. dea1ing with human as objects of studies was most frequent 

7. there were fifteen different fields of studies conducted， and on1y three studies dealing with foreigners and 

foreign countries presented. 

By means of analyzing and c1assifying all of 112 studi巴sand researches， the current status of camping studies 

and researches was c1arified and at the same time one of desirable directions toward our future studies to be done 

泊 campingin Japan was presented. 
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I はじめに

自然公園制度が発足してから50年(1931年，旧国立

公園法)に当たることを記念し，今年10月に総理府が

「自然保護に関する世論調査Jの結果を発表した。乙の

調査では，回答者の66%が， ["乙の一年間にレクリエ

ーションなどで野外の自然の多い所に出かけた jと答

えている。これはとりもなおさず，現代人の生活環境

からの脱出としての欲求が野外・自然への志向を強く

しているものと思われる。乙の世論調査結果はある一

面を示すものであろうが，今後も野外活動への欲求や

要求が増すととについて，誰れもが疑いを持つ乙とは

ないであろう。

野外活動が多様化し，それに伴いキャンフ。活動も多

様化していく中で，特定の対象や特定のプログラムあ

るいは限られた内容のキャンプなどの研究にとどまっ

ていたのでは，今後のキャンプの動向に対処していく

乙とは難かしくなるであろうし，方向性を明示してい

く乙とはより困難になってくる乙とから，幅広い研究

活動をしていくという態度が必要になるといえる。

したがって，日本におけるキャンプの方向性をさぐ

り，さらに日本におけるキャンプの研究iζ対する方向

性をもさぐるとすれば，ひとつのステップとして過去

においてどのような対象に対して，どのような方法で，

どのようなキャンプがなされたか，と同時にどのよう

な研究がなされたかを整理しておく必要がある。

そこで一つの現状把握の方法として，本研究では，

日本レクリエーション学会，日本体育学会の研究発表

の全貌をとらえ，それらの諸分析を行うことによって，

先ずキャンプに対する研究の動向をさぐろうとしたも

のである。数多くなされるであろう今後の研究が，以

前にも増して理論・実践両面にわたって社会そして現

代人のニーズにも対応することができるような，確固

なる確究内容を持つことが望ま Lい乙とから，本研究

の実現を願ったのである。

E 研究の目的

日本レクリエーション学会，日本体育学会及び両学

会機関誌に発表された諸研究から，キャンプi乙関する

研究の全貌を捉え分析する乙とにより，日本における

キャンプ研究の現状を把握し.今後のキャンプに関す

る研究の方向性を提起する一助とするものである。

E 研究の方法

上記の目的を達成するために:

①日本レクリエーション研究会(第 1回~第5回研究

大会)発表論文 02題)

②日本レクリエーション学会(第 1回~第11回学会大

会)発表論文 (38題)

③レクリエーション研究(第 1号~第8号)発表論文

c1題)

④日本体育学会(第 l回~第32回学会大会)発表論文

(58題)

⑤体育学研究(第 1巻~第24巻)発表論文 (3題)

以上の発表論文の中からキャンプに関するものを収

集すると共11:，それらの論文を数量的に分析する乙と

とした。本研究に用いた発表論文は，資料として記し

た通りである。

IV 分析の内容

分析の内容については次に示すとおりである。

l 発表者の性別

2. 発表者の所属

3 研究形態

4 発表機関の分類

5 研究内容の分類

6. 研究の方法

7 研究の対象

8. 研究の分野

9， 国外の素材を扱った研究



10 研究題数の推移

(1)発表者の性別

共同研究の場合には，発表者の性別による分類をお

乙ない，機関誌(レクリエーション研究，体育学研究)

では第一番目に記載宮れている者の性別によって分類

し7こ。

(2 )発表者の所属

共同研究の場合には，発表者の所属による分類をお

乙ない，機関誌(レクリエーション研究，体育学研究)

では第一番目に記載されている者の所属によって分類

した。

(3 )研究形態

個人研究または共同研究に分類した。

(4)発表機関の分類

日本レクリエーション研究大会:日本レクリエーシ

ョン学会大会:日本体育学会大会:及びレクリエーシ

ョン研究，体育学研究の 2機関誌に分類じた。

(5 )研究内容による分類

日本体育学会の分類iζ準じた。

( 6 )研究の方法

原則として発表者が記述した研究方法によった。

(7)研究の対象

発表者が記述した研究対象により分類した。

(8 )研究の分野

ζ 乙でいう研究の分野とは，研究に含まれる主たる

内容を抽出し分類したものである O

(9 )国外の素材を扱った研究

研究が圏外の内容を対象としたもの。

(10)研究題数の推移

日本レクリエーション研究会，日本レクリエーショ
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ン学会大会，レクリエーション研究.日本体育学会大

会，体育学研究において発表された研究題数を年次的

な推移によってとらえたものである。

V 結果の分析と考察

1. 発表者の性別

全体の92.0%(103人)を男子発表者が占め，女子に

よる発表は僅か8.0%(9人)であった。

2 発表者の所属

大学教員が 75.05ぢ(84題)と最も多く，以T大学院

生08人)，高校教員 (2人)，の11頂となっている O

比較的，研究活動が容易な立場にある会員の発表が

多く，いわゆるキャンプ指導者として実践活動を行っ

ている現場からの発表が少なかった。今後キャンプ協

会などキャンプ活動関連団体に登録している多くの指

導者からの積極的な研究が必要であるといえる。

3. 研究形態

研究形態の分類は個人研究と共同研究とに区別した

が，共同研究が82題で71.4%であり，個人研究は30題

で28.6%であった。

4. 発表機関の分類

全研究(112題)のうち日本レクリエーション研究大

会(第 1回~第 5回)の発表題数(図1)は10.7%02

題)であり，日本レクリエーション学会大会(第 l回

~第11回)の発表題数は33.95ぢ (38題)となっており，

年平均3題程度の発表がお乙なわれてきたことになり，

機関誌「レクリエーション研究 J(第 l号~第8号)

Kは題が発表されたのみである O 日本体育学会大

会の発表題数は51.8%(58題)となっており年平均2題

程度の発表がおこなわれてきたζとにより，機関誌「体

表 I 研究題数の推移

日本レクリエーション
日本体育学会及び研究会及学会及び機関誌 合 言f

年 千古
「レクリエーション研究」 機関誌「保育学研究J

各年の
累積 9皆

各年の
累積 % 

各年の
累積 9皆

題数% 題数% 題数%

1950-54 5 8.3 5 8.3 5 4.5 5 4.5 

55-59 4 6.7 9 15.0 4 3.5 9 8.0 

60-64 6 9.8 15 24.6 6 5.4 15 13.4 

65-69 11 21.6 11 2L6 6 9.8 21 34.4 17 15.2 32 28.6 

70-74 12 23，5 23 45. 1 9 14.6 30 49.2 21 18.7 53 47.3 

75-79 16 31.4 39 76.5 15 24.6 45 73.8 31 27.7 

80-81 12 23.5 51 100.0 16 26.2 61 100.0 28 25.0 112 100.0 
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育学研究Jには2.75ぢ(3題)が発表された(図1)。

発表機関の分類を日本レクリエーション研究会・学

会と日本体育学会とに区別してみると，日本レクリエ

ーション研究会・学会が17年間で51題 (45.55のの発

表であり，日本体育学会の32年間で62題(54.5貨のを

僅かに下回った。

5 研究内容による分類

分類は「日本体育学会の分類 jに準じた結果，方法

論的研究が第 1位で55.4% (62題)で，以下心理学的

研究19.6%(22題)，管理学的研究 8f95ぢ00題入社会

学的研究 7.1%(8題)，保健学的研究 4.5%(5題)， 

生理学的研究，教育学的研究はそれぞれ1.85ぢ(2題)，

原理的研究 0.9%(1題)であった(図 2)。

以上の研究内容から，方法論的研究が半数以上にわ

たり，実践に役立てる意図からの研究が多くなされて

いるという乙とがうかがえる。

6. 研究の方法

研究の方法について考察してみると，質問紙法が最

も多く 47.25ぢ(58題)で，続いて実験・実践的研究

31.7 % (39題)，事例研究 6.5%(8題)，文献研究 4.1

9ぢ(5題)，実地研究1.6 5ぢ(2題)，論理的研究 0.89ぢ

c1題)，面接法 0.8%c1題)でその他 7.3%(9題)の

研究方法の手段としては，報告，観察法等が含まれて

いる(図 3)。

キャンプ活動Kおいて，指導法やプログラムの開発

など実践的な測面での研究が当然必要とされるが，反

面理論的な裏付けも大切である。特に環境の厳しい自

然界での活動であれは尚一層安全管理も含めた理論的

研究，また活動の範囲を理論的に拡大していくために

も文献による研究なども，更に考察されるべきであろ

つ。

論理的あるいは文献・資料を中心とした研究が 5%

1乙満たないという乙とはキャンプ活動の現象面または

活動面のみを捉える乙ととなっており，理論の構築iζ

傾注する研究が少なくないという乙とが言えなくもな

L 、。
〔注〕研究の方法の中で発表題数の合計が 112題を上

回るのは，発表者が一つの研究の中で複数の方法を用

いた乙とを記述しているためである。

7. 研究の対象

研究方法や内容の持質から，研究対象は，人的(小・

中学生，大学生，カウンセラー……)であったり，物

的(キャンフ。場，用具など)であったり，あるいは文

献資料等に及んだ。

機関誌

「レクリヱーション研究 0.99百一「

機関誌 l 

「体育学研究 2.7% 一一一一ュ」
日本レクリヱーション
研究大会 10.7% 一一一一一

日本体育学会

51.8% 

図 1 発表機関の分類

55.49出

図2 研究内容による分類

図 3 研究の方法



人的な対象は 83.07ぢ(93題)で，その中でも児童・生

徒・学生を対象としてとりあげている研究題数は69.6

%(78題)と多い。対象を単独で捉えると，カウンセラ

ーが 6.0%(8題)で第 1位となり，次いで母親 5.3% 

(7題)となった。

物的な研究は 11.3%(13題)で，キャンフ。用具 6.0%

( 8題)，キャンプ場 4.5%(6題)を対象としてとりあ

げていた。

文献・資粋を用いた研究は 5.4%(6題)と僅かであ

っTこ。

スペシャルポピュレーション (Specialpopulation) 

一例えば精神薄弱者，情緒障害者，身体障害者等 を

対象とした研究も題数乙そ少ないが扱かわれてきてお

り，今後幼児から高齢者に至るまで，健常者のみでな

く登校拒否生徒までをも含む広範囲の対象を扱った研

究がいろいろな角度・視点から行われる乙とが必要で

あろう。

8. 研究の分野

乙とでいう研究の分野とは，研究に含まれる主たる

内容を抽出し分類したものである。その内訳をみると，

意識・態度・変化をとりあげている研究が 21.57ぢ(26

題)で最も多く，続いて指導・方法 10.7%03題)，プ

ログラム 9.9%02題)，キャンプの効果 9.1%01題)，

カウンセラー 7.45ぢ(9題)などで15分野(図 4)にわた

り特定の分野に片寄ることなく研究されている乙とは

好ましい乙とである。反面分散している乙とから，い

ろいろな分野において更に一歩踏み込んだ研究が今後

必要であろうし，余儀なくされると乙ろにある。

〔注〕研究の分野の中で発表題数の合計が 112題を上

回るのは，一つの研究の中で，主たる内容が複数抽出

図 4 研究の分野
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されたためである。

9 圏外の素材を扱った研究

圏外の素材を題材にした研究は2.7%(3題)であり，

すべてがアメリカを素材としたものである。

アメリカについていえば1901年にはすでに療育的キ

ャンプなども行われているように，多方面にわたりか

なり詳細にわたったそれらの資料も存在しているはず

である。指導法，プログラムの研究，資料収集，また

は動向などが研究され，また新しい動きを紹介する研

究などが待たれると ζろであり，結局は日本のキャン

プの動向を見きわめるためには多くの国々のキャンプ

運動や活動，現状把握が遠からす必要となってくるで

あろうo そうした中から新しい分野の研究も自然発生

的に生起するはずである O

10 研究題数の推移

表 1で示すように日本レクリエーション研究会，日

本レクリエーション学会大会，レクリエーション研究，

日本体育学会大会，体育学研究のキャンプ研究におい

て1950-1974年迄の25年間で約半数である53題 (47.3

9引の研究が行われたので、あるが，その後7年間を要

しただけで，残りの半数ともいえる59題 (52.7%)の

研究が行われたことだけをみてもキャンプに対する研

究活動がかなりのスピードで数多く行われ;てきている

乙とが理解できょう。

本研究の主旨でも述べた通り，今後かなりの野外活

動としてのキャンプが行われ，それに対する諸研究も

同調した形で，数多くのものが実施される乙とと予測

される O そのような動向の中で，中心興味としての研

究も必要ながら，欠くべからざる研究というものも確

実に遂行されなければならない。それがとりもなおさ

ず量的な増加のみを意味するのではなし研究の質的

向上を意味する乙とになるのだといえる O

VI 要約

以上，結果の分析をもとに要約すると，次のような

乙とカまいえる:

L 男子発表者が9割以上を占めていた。

2 大学教員の発表が最も多く，キャンプ指導者と

しての実践活動をお乙なっている現場からの研究発表

は少なかった O

3. 共同研究が 7割以上を占めていたの

4. 研究発表の総数は112題で，日本レクリエーシ

ョン研究会において12題，日本レクリエーション学会

大会において38題，日本体育学会大会において58題，
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そして機関「レクリエーション研究」に 1題， r体育

学研究 JI乙3題が発表された。

5. 研究内容の分類は，方法論的研究，心理学的研

究，社会学的研究，保健学的研究，生理学的研究，教

育学的研究，原理的研究に及んでいるが，方法論的研

究が半数以上を占めていた。

6. 研究方法は，質問紙法，実験・実践研究，事例

研究，文献研究，実地研究，論理的研究，面接法，そ

の他(報告，観察法等)があり，中でも質問紙法が約

半数を占めていた。

7 研究の対象は，人的(小・中学生，大学生，カ

ウンセラー・・・)な対象が最も多く，次に物的(キャ

ンフT用具，キャンプ場など)研究や文献資料研究が続

いている。

8. 研究分野では，意識・態度・変化・指導。方法，

プログラム，キャンフ。の効果など，全項目で15分野に

のぼった。

9. 国外の素材を扱った研究は， 3題であった。

10.研究題数の推移では， 1950-1974年迄の25年間

で約半数の研究が行われたのであるが，その後 7年間

を要しただけで，残りの半数の研究が行われた。

現状把握をふまえた上で，積極的に今後の展望を，

本研究により理解できた諸要素から探るとするならば，

下記のことがキャンフ。活動・研究の方向性を示す一助

となるであろう O

キャンプ研究においてどのような人たちに対して，

どのようなプログラムあるいは，時期的にいっ行われ

たかについては，比較的研究対象とされている。しか

し，キャンプそれ自体が持つ目的の明確化，キャンプ

場の有機的な選択，キャンプ期間の検討，指導者の技

術のみならず位置づけや資質に伴う養成の問題，組織

キャンプにこだわらない多種多様に行われているキャ

ンフ。の実態の理解とキャンプに対する意識の啓蒙，事

故・災害・保健衛生lζ対する安全・健康管理上の問題

や責任体制，用具・用品の使用方法の研究はもちろん

だがそれらの創意工夫からくる開発。

過去行なわれてきたキャンプ研究の人的対象を捉え

るならば，更に広範囲にわたる例えばスペシャルポピ

ュレーションに関する知識・技術の理解を深める研究

が必要であるといえる。限られた人的対象だけの研究

だけではキャンブ。の持つ価値を指導者自らが狭めてし

まっているという結果にもつながることになるし，キ

ャンフ。の持つ豊かな潜在性を十分に引き出していく乙

とにはならない O 力日うるに，キャンプそのものカ)/{'タ

ーン化している傾向にあることから，それらのキャン

プで行なわれる実際の活動というものは，更に画一化

される様相を呈している。現代社会が生みだしたいろ

いろな欠陥を補完するものとしてのキャンプ，また，

現代社会のニーズに対応したキャンプに対する研究も

重要となるであろう。

以上の乙とから研究内容や研究方法，研究対象など

をより目的的に焦点化して，方向性を導く研究として

の位置づけを獲得するように努力していかなければな

らない。

V1I おわりに

乙の研究を通して，日本レクリエーション学会，日

本体育学会および両学会機関誌で発表されたすべての

キャンプに関する論文を分析した乙とにより，現在ま

でのキャンプ研究の動向が明確になると同時に，一つ

の指針を提示できたのではないだろうか。

今回の研究でキャンプの論文題数は112題と少なか

ったが，研究の過程においてキャンプにも関係する研

究，すなわち野外教育，野外活動等の関連分野で約数

百にもおよぶ研究がすでになされてきていることも明

らかになった。それらの諸研究のなかには，キャンフ。

の領域の要素がかなり含まれている。今後乙れらのす

べての論文を分析することKより，さらに本研究の根

拠を確実にするものと思われる。時間の許すかぎり ili

い将来野外教育，野外活動関連分野の研究を進めたい。




